
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
の
施
設
整
備
担
当

課
長
よ
り
「
選
手
の
宿
泊
棟
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

係
に
つ
い
て
当
初
計
画
の
１
７
、
０
０
０
床
か
ら
１
８
、

０
０
０
床
へ
と
１
、
０
０
０
床
を
増
加
す
る
変
更
を
行

い
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
当
初
の
計
画
通
り

８
、
０
０
０
人
を
整
備
す
る
計
画
」
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
と
し
て
整
備
さ
れ
る
「
選

手
や
チ
ー
ム
役
員
、
メ
デ
ィ
ア
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
、
ゲ
ス
ト
が

利
用
す
る
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
を
開
始
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ

「
ポ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
モ
ー
ル
、
ウ
エ
ル
カ
ム
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
変
更
が
な
い
と
の
こ
と

で
す
。
選
手
村
整
備
に
関
し
て
は
、
現
在
土
盛
り
作
業

な
ど
基
盤
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
物
な

ど
は
２
０
１
７
年
１
月
建
築
工
事
に
着
手
。
２
０
１
９

年
（
平
成
31

年
）
12

月
に

は
大
会
時
に

必
要
な
部
分

の
整
備
完
了

し
、
２
０
２

４
年
（
平
成

36

年
）
年
度

に
は
事
業
完

了
予
定
で
す
。

くらしや区政のご相談
お気軽にお電話ください
３５５１－６８２０（事務所）

３５３３－０５８３（自宅）

こんにちは

加藤ひろし
です

日本共産党中央区議会議員

築地市場移転反対・現在地で再整備を
2017年1月上旬号 中央区築地１－１－１

電話３５４６－５５６３，ＦＡＸ３５４６－９５７０

第89号
私の活動地域
晴海・勝どき・豊海町
築地・浜離宮庭園

日本共産党中央区議団ニュース

私
（
加
藤
ひ
ろ
し
）
は
、
12
月
14
日
午
後

６
時
30
分
よ
り
、
ア
ー
ト
晴
海
で
開
催
さ
れ

た
「
晴
海
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
傍

聴
し
ま
し
た
。
議
事
は
、
選
手
村
建
設
に
伴

う
「
晴
海
５
丁
目
西
地
区
再
開
発
計
画
・
工

事
概
要
に
つ
い
て
」
「
選
手
村
施
設
整
備
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
」
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
都

の
担
当
課
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

傍
聴
席
は
、
追
加
の
イ
ス
を
持
ち
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
参
加
者
で
一
杯
、

い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
関

心
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

いよいよ晴海5丁目選手村本格工事始まる
工事車両の通行ルート等、地域への影響は深刻

本格工事が始まった選手村建設（晴海5丁目）1/9 加藤撮影



一
日
往
復
２
０
０
０
台
か
ら

２
５
０
０
台
の
工
事
車
両
が

「
晴
海
５
丁
目
西
地
区
再
開
発
計

画
・
工
事
概
要
に
つ
い
て
」
の
工
事

説
明
で
は
、
２
０
１
７
年
１
月
か
ら

工
事
を
開
始
。
選
手
村
の
工
事
車
両

は
、
晴
海
通
り
、
有
明
通
り
を
通
行

し
、
掘
削
工
事
に
伴
う
発
生
土
の
海

上
輸
送
を
行
い
、
総
数
で
の
工
事
車

両
台
数
の
低
減
を
図
る
と
し
て
い
ま

す
。
工
事
中
、
晴
海
通
り
、
有
明
通

り
（
晴
海
大
橋
）
を
利
用
す
る
工
事

車
両
通
行
台
数
は
、
工
事
期
間
に
よ
っ

て
変
動
を
し
ま
す
が
、
お
お
む
ね

時
３
、
０
０
０
人
を
超
え
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。

晴
海
連
合
町
会
名
で

要
望
書
が
提
出

都
の
説
明
を
受
け
、
「
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
の
各
委
員
か
ら
「
晴
海

通
り
が
工
事
車
両
に
よ
っ
て
一
層
渋

滞
す
る
可
能
性
」
が
あ
る
こ
と
。

「
子
ど
も
や
高
齢
者
の
横
断
な
ど
に

支
障
が
生
じ
る
と
同
時
に
交
通
事
故

へ
の
懸
念
」
「
土
砂
の
搬
出
入
だ
け

で
な
く
建
築
資
材
に
つ
い
て
も
海
上

輸
送
へ
の
要
望
」
や
、
交
通
安
全
対

策
と
し
て
「
工
事
車
両
や
交
通
誘
導

員
な
ど
へ
の
徹
底
し
た
指
導
・
監
督
」

「
豊
洲
駅
の
利
用
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
運
行
」
を
求
め
る
意
見
が
相
次
い

で
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
町

会
長
・
自
治
会
長
の
総
意
と
し
て
、

東
京
都
に
豊
洲
大
橋
の
「
暫
定
」
利

用
を
求
め
る
晴
海
連
合
町
会
名
で
、

中
央
区
長
及
び
小
池
都
知
事
宛
て
に

要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
（
要
望

書
の
全
文
は
別
途
の
通
り
で
す
）
。

私
（
加
藤
）
は
、
区
民
の
声
の
実
現

の
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

第89号2面

暫定利用の要望が出ている豊洲大橋

要望書全文（原文のまま）

要望書

（晴海五丁目西地区開発にかかわる工事車両動線等について）

平素より晴海地域の発展に格別なご配慮を賜り、御礼申し上げます。

さて、晴海地域住民にとって選手村整備工事をはじめとする諸工事の日

常生活に対する影響が大きく、さらに来年早々から本格的な工事が進むと

工事の諸段階において対応策を協議してゆく必要があるものと考慮します。

私たちはオリンピック及びパラリンピック選手村建設に反対するもので

はありませんが、晴海地域住民の負荷は並大抵のものではありません。方

向性を誤れば地域分解の危機さへ孕んでおります。

このような事態の誘因をさけるためにも安心・安全の中で日常的な生活が

出来るよう以下の通り改善策を講ずることを強く要望します。

１．オリンピック・パラリンピック選手村工事における発生土の搬出をは

じめ、一層の海上輸送に努めること。

２．基盤整備、地下駆体、埋め戻し、地上駆体、仕上げ、各工種における

土砂、資機材の搬入、搬出を車両等で行う場合には、晴海通り及び補助線3

14号線道路の緩和を図るため工事車両通行メインルートを現在未開通状態

にある環状２号線・豊洲大橋を全車線（晴海５丁目交差点⇔豊洲市場駅前

交差点）暫定開通し、活用すること。

３．有明通り（晴海大橋）から晴海５丁目工事現場への土砂、資機材の搬

入をする場合、晴海３丁目交差点の２つ手前（海側）のふ頭内通路を使用

すること。

４．学童通学時および帰宅時の時間帯は、車両通行を減少するなど影響緩

和対策をすること。

５．工事期間中の第１段階から第４段階へ推移する中で、工事車両の通行

ルートは、「都民ファースト」を基本に常に合理的な観点から柔軟に検討

し、最良の方策で進めること。以上。

一
日
当
た
り
片
道
約
１
、
０
０
０
台

か
ら
約
１
、
２
５
０
台
が
通
行
し
、

往
復
で
最
大
２
５
０
０
台
。
う
ち
基

盤
整
備
工
事
関
係
は
最
大
で
片
道
約

２
２
０
台
が
選
手
村
工
事
と
し
て
通

行
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

作
業
員
の
通
勤
ル
ー
ト
は

作
業
員
の
通
勤
路
は
勝
ど
き
駅
と

し
、
通
勤
時
間
帯
は
、
朝
の
混
雑
時

を
さ
け
午
前
６
時
30
分
か
ら
７
時
30

分
と
し
、
最
盛
期
（
２
０
１
８
年
６

月
か
ら
２
０
１
９
年
２
月
）
に
は
常 予定されている工事車両通行ルート


